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1 1月 28日(土)午後 2時から行われた京都糟華大学の情報館見学会には 20名の方

が参加されましたcこの見学会のために貴重な時聞を割いていただき詳細な資料を準備し、
半日案内をしていただいた京都精華大学情報館の職員のみなさんにこの場を借りて厚くお
礼と感謝を申し上げます。また、今回の見学会につきましては、立命館大学の若井さんに
仲介の労を取っていただきました。彼も京都精華大学情報館の利用会員だそうです。

*京都学園大学図書館の脇本です。
先日はきれいな図書館を見学させていただきありがとうございました。学生数 3000 
人規模であれだけの設備と体制を維持していくにはかなり努力されているようにお見受け
しました。新築されるまでの経過、かなり議論をふまえてこられたことと思います。本学
の図書館でも、利用者のことを考え、学内 LANの導入、 CDサーパーによる検索機能の
充実など、かなり便利にされてきていますc 私は、その中で、あれこれぶつぶっ文句を言
いながらやっている次第ですので、とっても偉そうなことはいえませんが、利用者にどれ
だけ使ってもらえるか、そこに力を入れていきたいと思っているところですC' 我々が、学
生時代の時のようにほとんど勉強していない、卒論を書くようになって初めて図書館にこ
もったという落ちこぼれの学生を一人でも多く作らないように最大眼の力を発揮していか
なければと思うところです。

*大館@京都学園大です。

館内が開放的なのが良かった c 正面玄関からはいったホールと事務室の聞に壁がないの
でその分よけいに広く感じられる c 3 F閲覧室の中に和室があって、畳の上で読書できる
のも面白かった。

専任職員が少ないのには驚いた。情報館は 7部門に分かれているが、いちばん大きな図
書館部門でも専任職員はたった 1名。後は 9名の派遣職員で業務をこなしているという。
専住職員はマネジメントに専念し、現場の実務は派遣職員が担っている。最近よく話題
になるアウトソーシングのいきつくところをみた思いである c 全員女性だったと思うが、
研修などはどうしているのか。相互協力担当者などは他大学との交流が必要だと思うが、
京都地区の相互協力連絡会などに彼女たちは参加していないと思う。派遣職員の身分では
それも無理なのだろう。この方たちと意見の交換ができればと思う c

*村上韓治@阪大です。京都精華大学情報館を見学して

大学の図書館 .AVセンター・博物館・情報処理・出版・生涯学習・研究所の 7つの部
門を「情報館」という一つの組織としてまとめ、情報の収集・整理・利用ばかりではなく、
情報の積極的な発信を試みている京都精華大学情報館を見学しました。

概要の説明を受けた後、施設を見学しました。情報館は、地域への開放と視聴覚機器等
の積極的な提供をしていますc 地域への開放では、登録料が必要なこと、地理的に少々不
便なところにあることにもかかわらず、学外の利用者は千人を越えており、一般の市民の
他に他大学の学生の利用も多いとのことでした。

閲覧室に設置されているパソコン・ピデオ等の機器の多さは、大変印象的でしたし、閲
覧席が長方形のものばかりではなく、円形のものまで置いてあり、また、和室(座敷)が

あること、窓際のかなりの部分を閲覧席にしているなど多様な試みがされていました。
職員の少なさがとても気になりましたが、情報館の多様なサービスの試みは、今後の図
書館のあり方の一つを示すものであると感じましたc
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*京都大学原子炉実験所閣書室 金森孝之です。
京都精華大学はどこにあるのか。叡山電鉄鞍馬線の京都精華大学前駅にある本当に駅前
の大学でしたc 駅は大学の一部のようでしたむ中の喫茶庖で一休みc
コーヒ一一杯が 12 0円と安い。 2時より、情報館の見学会開始。以下 感想c
(1)雇用形態について、一部の職員を除いてほとんどのスタッフは、派遣職員とのこと。
これが現代風なのか。教育、研修、図書館員としての意識はどうなるのかc
( 2 )情報館は積極的に情報発信をしようということで、出版もやっていました。売れ行
きもいいようです 1冊もらえてラッキ一。
( 3 )利用者がセルフ・サービスで使う自動貸し出し装置は、真っ赤で斬新なデザイン。
あのスリーエムの製品と同一機能のようですが、別会社と共同開発したとのこと。貸
し出し専用に利用。資料の返却は、情報舘の玄関横の返却ボックスへc どこにでもあ
る返却ボ、ックスとは違っておりまして、裏から見ますと、本は返却口を通るとスノレス

ノレとスロープを滑っていってから返却箱に落ちます。当初、このスロープの途中に返
却用の読み取り装置を付けようという計画だったそうですが、，無理であったとのこと。

これで自動返却が可能であればすごい。
(4)情報舘は一般市民にも積極的に開放されております。実際のところ市民開放にも消
極的から積極的まで各大学の図書館で悟があるようですc 館内には、親子連れ、年
配の人もおりまして、公立図書館のようでした。
( 5 )情報館内では無線 LANでつながるノートパソコンが貸し出されていました。この
ノートパソコンはスイッチを入れると LANにつながるとのこと。情報館内であれば、
どこでも利用可能でひっぱりだことのことでした。国立大学ではコンセントといって
いますが、機能性に富むこちらの方が断然いいc
( 6 )芸術系の大学のため、ピデオ撮影機、録音機等の機材も貸し出しているとのこと c
その編集のための部屋もありました c また、小さいですがスタジオもありました。大
学の授業とタイアップして、 AV機材を利用した学習、研究ということにも情報館は
協力しているのです。
などなど、たいへんに有益でした。貴船の忘年会も楽しかったです。今度は家族でボタ

ン鍋を食べにいきたい。

-感想と金圏構報

立命館大学 若井さんが人事異動で職場が変わるそうです。

以下若井さんのメッセージです。

前略

過日の 11月例会(京都精華大学情報館の見学)ご苦労様でした c

感想、はそれぞれ出されると思いますが、受入館はそれなりの努力をしてくれたよ

うです。小さな私立大学らしさがいろんな面で特徴を出していたと患います。

勿論、情報発信や教育研究に貢献すると共に、地域に開かれた大学づくりに力

を注いでいるのは評価できるのではないかと思いますc なりふりかまわぬアウトソ

ーシングもさりながら、目的意識的にポリシーを措えて考えられればと思いますc

みなさん 配布された資料を関覧されましたかc 棟方志功展、木野評論とも中

味は結構面白いですよ c マンガ特集などなかなかのものだと思います。

ところで、小生 職場が替わりました。

立命館大学衣笠学生センターとなりました。翻意ではありませんが、大学と学術

の発展のため、違った視点から取り組んでいきたいと思っています。勿論図書館

についても継続して自分の仕事として取り組むつもりですc

連絡先は電話 o 7 5 -4 6 5 -8 1 6 8 (FAX 075-465巴8169)です。
今後とも宜しく。 19 98. 12. 2 若井勉
.............................................................1・・・・・・・m・...・・..・・・・.-
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最初に北克一氏(大阪市立大学)が基調報告をおこなった。情報を電子化することによ
ってどういう状況が生じるかという観点からみていくと、まず技術の革新による既存技術
の陳腐化によって、記録を次々と移し替えないといけない事態が出てくる ε たとえば 8イ
ンチのフロッピーディスク装置を持つパソコンが消えて行ったように。文企業聞の競争に
より消え去ってゆく技-術がある。かつてのVTRのベー夕方式のようにc それから統合さ
れたDD S (ドキュメントデリパリーシステム)が構築されることによって、資料の所有
より資料へのアクセスが重視されることになる c その結果として所有とアクセシピリティ
の相魁。

報告の中で印象に残ったことがいくつかあった。たとえば利用者の使用する道具とプロ
である図書館員の道具-OPACーが同じであってよいはずがないという主張c
ネットワーク環境が整備され、研究室や自宅から情報に直接アクセス可能になることに
よって、図書館員の役割が変貌しつつあるという状況を宣視しなければいけないと強調さ
れた。
続いて茂幾周治氏(大阪医科大学図書館)の事例報告 1 f医学図書館におけるドキュメ
ント・デリパリの現状と今後の課題」があり、始めに日本医学図書館協会(民主LA) の活
動状況の紹介があった c 複写利用状況(国内のみ)でみる限り、大阪医大図は JMLA加盟
館の中ではほぼ平均に位置する。* (1997年度護写依頼件数:加盟館平均 3646 大阪医
大 3122 1997年度複写受付件数:加盟館平均 5685 大阪医大 5317)外国雑誌購入経費
(6343万円)および購入タイトル数(814)は全国平均 (4300万円、 546)を大きく上回っ
ている。しかし外国雑誌の値上がりに伴い、購入雑誌をカットすることになり、情報入手
の代替え措置として、 BLのinsidewebと、 U乱11社のProQuestDIrectシステムを導入すること
になった。ProQuest DIrect とは、 UMI社が雑誌や新聞のフルイメージ、フ/レテキストを
インターネットを経由して全文データベースを提供するものe 加えて電子ジャーナノレも積
極的に利用している c しかし他大学図書館から 1L Lで申し込みがあった場合、ライセン

スの関係から、引き受けることが出来なくなる。これに関しては論文単位で切り売りの支
払い方式が実現するかどうかが鍵という指摘があった。

最後に篠原俊夫氏(京都大学総合人間学部図書館)の事例報告 2 fアメリカの大学図書
館におけるドキュメント・デリパリの現状」があった z 情報量の増大、雑誌価格の高騰、
情報伝達手段の高度化などにより、自館で所蔵できない文献への要求に対して、 1L Lが
応えてきたのだし、それは今も変わらないが、その 1L Lの延長線上にドキュメント・デ
リパリを位置づけられた c 次に 1L Lとドキュメント・デリパリとを比較して、 1L Lが
無料で情報の入手が遅く、ドキュメント・デリパリは有料で情報の入手が速いことが挙げ
られた ε 1 L Lが米国では無料というのは日本との大きな違いである。続いてドキュメン
ト・デリパリの共同利用の観点からライブラリー-コンソーシアムについて触れられた。
ライブラリー・コンソーシアムとは図書館がさまざまなかたちで協力関係を築いている
グループのことであり、一見目新しい言葉であるが、従来から図書館開土は協力してきた
わけであるが、この言葉によって、図書館開のさまざまな協力形態が統一的な視野のもと
に整理して、とらえる事ができる c

今回の集会は学術情報と大学図書館をめぐる現在の状況がさまざまな角度からとりあげ
られていたが、 1年後にはすでに様変わりする可能性もあるほど変化がはやいので、継続
的にフォローできる機会が必要ではないかと思った c

(おおだて・かずお 京都学園大学図書館)
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新連載小説第 13回
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1 0年も経ているのだから利息だって少しは付いているはずだし、全部解約したら、子

供の小遣いくらいなるのではという思いがしてきたc それから捨てても遅くはなのではと

思った。もしかするとコーヒ一代だって出るかもしれない。いや、うまくいくと 1ヶ月の

タパコ代ぐらいは。ひょっとするとそれ以上あるかも c だとすると一杯飲めるんじゃない

だろうかと、だんだん思いが膨らんでいく c 思わず口の中に唾液が広がった。

圭子の知らなし、小遣いが出来る。宝くじでも拾ったような、いや宝くじより額は比較に

ならないだろうけれど、確実に手にはいるのだと考えると胸がわくわくしてきた。私は早

速明日、銀行へ行ってみようと決心した。

翌日、私は予定通り午後から休みを取って、車で銀行に乗りつけた。通帳を出して解約

Lたいというと「そちらで少々お待ち下さい」と言われた。暫く持っと「大友敏之さま」

と大きな芦で呼ばれた c わくわく気分で窓口に行くと「あの、これ住所が違うんですが」

という。「ええ、引っ越したんです。」と面食らって応えた。「では、申し訳ありませんが

住所変更届けを出して下さい」と用紙を渡された。私が記入して渡すと、「では、そちら

で少々お待ち下さい」とまた待たされることになった。

「大友敏之様」という声に、やれやれと思って窓口に行くと「あの、申し訳ありませんが、

印鑑がお届けのものと異なりますので、お届けの印鑑をお願いしたいんですが、今お持ち

でしょうか?Jという。圭子が預金をするときに私の名でするのはいいんだけど、適当に

手元ーにある印鑑で届けるので、もう通帳印はパラパラ。それでも、私は一応確認して持っ

てきたつもりだったが、違うと言われると、どうしようもない。

「違うんだったら、もう、その印鑑なくなっていると思うんですが・・・・・・」と函り

果てていったc

「じゃ、改印届けが必要ですのでJとまた、用紙を渡された。「それから運転免許証か何

か身分を証明するものをお持ちですか?Jというので運転免許証を出す。するとまた、「そ

ちらで少々お待ち下さい」である。

三度目に名前を呼ばれて「大変お待たせしました。全部で六百十円ですc お確かめ下さ

いj と通帳と現金を護された。私は赤面してしまった。大勢の人がいるところで「全部で

六百十円です」って、そんな大きな芦でいう必要ないのにと思った。私は通帳と現金を受

け取ると確かめもせず、窓口を離れた。

私の背に fありがとうございました。またのご来唐をお待ちしてますj と窓口の行員の

声が追っかけてきたが、私には皮肉に聞こえた。

そんなことを次の銀行でも、その次の銀行でも繰り返し、得たお金は全部で千九百十六

円だったc 私は、あのわくわくした気分はとっくに消え失せて、すっかり落ち込んでしま

った。おまけに疲れ果てたc

(次号に続く)
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@ 京都橘女子大学図書館 たきた かずお l 

@大国研京都掛つなぎ第33自 国北 十生さん @ 
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私の大切な1冊

1 1月 22日に久しぶりに京都市左京区久多へ行ってきたC勿論紅葉を見るためである。
鯖街道を走り、滋賀県、樺の木で左折して険しい谷間の小さな橋を護ると久多へ至る。
その橋を渡った辺りから久多の集落に続く道は、山の中腹を削つての道で狭いが、これ

以上の紅葉の燃え立つような素晴らしいところがあるだろうかと思われるほど、凄まじい

ばかりの光り輝く錦の世界である。

ところが、そこへ行く途中、私は車窓から南斜面の山肌にぽつんと 1軒の民家があり、
人の気配は全くなく、その裏の斜面が雑木林で日溜まりになっている所へ視線がいったc

なんの変哲もない田舎の寂しい風景といえばそれまでのことだが、私には涙がこみ上げて

くるほど「懐かししリ風景に見えたc その時ふーっと自分の死は、願わくは、こういう日
溜まりの中で紅葉に包まれて昼寝のような気分で迎えたいc 絶対家の中のベットの上では

嫌だと思った。だれかが春に桜の下で死にたいといっていたが絶対秋だと思ったc

人は誰でも例外なく死んでいく c 人の命に限りがあるということは、本当に素晴らしい
事だと思う c 限りがあるからこそ命が輝くのだと思う。たとえ、どんな深い悲しみと孤独
の中にいたとしても、人は必ず自分の命を輝かせることができる c そして命が輝いている
時、生きてるという実感、心の底から吹き出してくるような悦びを感じる。世界が輝いて
見えるごそんな経験を誰もが持っていると思う。

私のまだ子供の頃、毎日がそんな輝きを持っていたC今それはまた、苦しみであり、悩み
の源でもあった。熱情が体の中に渦巻き、目標を求めて荒れていた。そんなとき、ふと父
親の書棚から一冊の本を見つけた。なぜ私がその本に興味を持ったかといえば表紙に描か

れた絵である。草原の斜面が湖に沈み、一本の小径が湖を囲むように続いている夏の湖畔
の絵である。書斎から父に内緒で持ち出し読み始めた。以来この本を何度となく読み返す

ことになった 3 当時の私の心がこの小説と共振をを起こし、自分の姿をそこに見たような

気がしたからである。

その本は今も私の手元にある。 1953年 5月 15S第 3刷刊行、三笠書房、石中象治訳
「郷愁Jc 
そう、ヘノレマン・ヘッセの「ベーター・カーメンツイント j

この 1冊の本が私の心の風景に形を与えてくれた。絶海の孤島で暮らさねばならない時、
l冊の本だけ選んでいいといったら、どんな本にするかという質問をかつて受けたことが
あるが、そんな場合私は迷わずこの本を選んだc

私にとって「郷愁j とは、「絶対に帰ることが出来ないが、何時も心を捕らえて離さな

い心の風景」である。この風景こそが人生に潤いを与え、命を輝かせる原動力でもあると
思う。そして、私が死ぬとき、私の人生そのものが私の「郷愁j となり、命の輝きを全身
で感じながら死んでいけると思う。死はその人の人生を「郷愁」にすることだと思う。

私も図書館で働く人間になったが、研究対象の資料というだけでなく、図書館を探検し

心の風景に形を与える様な本と遭遇してくれたら、と思う。そうすれば、図書館は知の宝
庫であるばかりでなく、その人の人生に一層輝きを与えるものとなるであろうむ頭脳だけ
でなく心臓をもった図書館、そんな図書館でありたいと思うこの頃です。
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